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要　旨
　大学開放実践センターでは一般市民を対象とした講座だけでなく，小中高校生を対象とした「お
もしろサイエンス」の夏季講座が開講されている。近年サイエンスへの魅力を高める類似の試みが
方々で見られるようになったが，20 年以上の歴史を持つ夏季講座はそれほど多くはない。この間
延べ 300 名近くの小中高校生が夏休み中の一定期間に大学でサイエンスを体験することができた。
小学生，中学生，高校生のための夏季講座はそれぞれ開設のスタート時期や中断の時期が異なるが，
すでに 23 年が経緯しているのでその誕生から変遷を振り返ってみた。
１．はじめに
　筆者が本講座に関係するのは比較的に新しく平成 20 年（2008 年）からのことである。この年に
「小学生のための夏季講座」の新設が認められ，「水の不思議な性質を知ろう」をテーマにして夏休
み中の隔週で計５回開講された。中学生を対象にした大学での公開講座としては，前年に山川茂則
講師による「中学生のための夏季講座」がすでに開講していたので小学生と中学生の個別の夏季講
座となった。夏休みの期間に小中学生が学校ではなく大学のキャンパスで可能な実験やその説明を
体験することには意義がある，ということを当時の廣渡修一大学開放実践センター教授が強調され
ていた。小学生のための夏季講座は 2008 年に開設されて８年になる。それ以前の 1994 年からは中
高校生のための夏季講座がすでに開設の歴史があるので，合わせて 23 年間にわたる小中高校生を
対象にした大学開放実践センターでの開設から現在までの活動を回顧してみたい。
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２．小中高校生のための講座の開講と変遷（1994〜 2016）
　一般市民ではなく小中高校を対象にした大学開放実践センターにおける講座は平成６年（1994）
にさかのぼる。その時の藤岡英雄センター長は新しい受講者層を開拓するために，三つの新設講座
を開設した。その一つとして中学生と高校生を対象として夏休み中に「中高校生のためのおもしろ
サイエンス」講座の新設を試みた１）。
　２－１）平成６年（1994）の夏季講座
　平成６年度の研究・事業実施概要によると，川田純名誉教授を講師として７・８月の夏休み中に
計５回開講された１）。実験とは何か，実験の進め方などを中心とした話題提供がなされて参加者は
16 名であった。日程と内容は以下の通りであった。
　７月21日　①何のために実験をするのだろうか？科学の中での実験の意味。
　７月28日　②ありのままに観察するということは本当にできるのだろうか？
　８月４日　③失敗は成功のもと。転んでもただでは起きない心構え。
　８月11日　④実験の計画の立て方と実験の進め方。
　８月18日　⑤ひとつの研究の紹介。
　２－２）平成７年（1995）の夏季講座
　桑折範彦講師による「中高生のためのおもしろサイエンス−光の不思議−」が開講された。日程
と主な内容は以下の通りであった。
　７月21日　①光を分けてみよう
　７月28日　②レーザーで CD の中を見てみよう
　８月４日　③水の中の魚を探す方法
　８月11日　④光を電気に変える
　８月18日　⑤どこまで見える原子の世界
　２－３）平成８年（1996）の夏季講座
　石井愃義，松尾義則，後藤寿夫，佐藤征弥の４名の講師による「中高生のためのおもしろサイエ
ンス−生物って不思議−」が開講された。日程と主な内容は以下の通りであった。
　７月22日　①おもしろ変異体ハエ
　７月29日　②お酒の話
　８月５日　③細胞のつくりと働き
　８月12日　④光る生物
　８月19日　⑤眠る植物
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　２－４）平成９年（1997）の夏季講座
　服部敏彦講師による「中高生のためのおもしろサイエンス−宇宙（過去・現在・未来）−」が開
講された。日程と主な内容は以下の通りであった。
　７月22日　①星をめぐる
　７月29日　②夜空は何故暗いか
　８月５日　③宇宙の大爆発
　８月12日　④極微の世界・極大の世界
　８月19日　⑤宇宙と物質の誕生
　２－５）平成10年（1998）の夏季講座
　和田眞講師による「市民と高校生のための夏季講座」が開講された。日程と主な内容は以下の通
りであった。
　７月24日　①ポケットモンスター事件：視覚の化学
　７月31日　②環境ホルモン：環境の化学
　８月７日　③ H2 ブロッカー：医薬品，化粧品の化学
　８月21日　④ DHA と EPA：食の化学
　８月28日　⑤吸水性ポリマー：高分子の化学
　２－６）平成11年（1999）の夏季講座
　岩崎正夫講師による「中・高校生と一般市民のためのサイエンス夏季講座−月の石と宇宙からの
使者・隕石」が開講された。日程と主な内容は以下の通りであった。
　７月27日　①太陽系の誕生と月の石
　８月３日　②隕石のはなし
　８月５日　③隕石の見学と解説
　８月10日　④南極の隕石・宇宙の塵
　２－７）平成12年（2000）の夏季講座
　樫原道治講師による「中高生のための医学−未来を生きる人達への医学的アドバイスー」が開講
された。日程と主な内容は以下の通りであった。
　７月27日　①ティーンエイジの生活習慣病
　８月３日　②健康な心とは
　８月10日　③勉強，スポーツ医学
　８月17日　④安全なセックス
　８月24日　⑤医学，医療，福祉
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　２－８）平成13年（2001）〜平成17年（2005）
　この５年間は中高生のための夏季講座は開講されていない。
　２－９）平成18年（2006）の夏季講座
　この年から中高生のための夏季講座が再開され，夏季集中講座として森田秀芳，服部敏彦，後藤
寿夫の３名の講師による「なるほど，納得『やっぱり科学は面白い』」が開講された。日程と主な
内容は以下の通りであった。
　８月７日　①何で溶液の色が変わったの？何で混ぜるだけで冷えるの？
　８月８日　②宇宙の膨張はどうしてわかるの？
　８月９日　③原子より小さい世界とはどういうものなの？
　８月10日　④お酒について考えてみよう！発酵の解明は生命科学にもつながった。
　８月11日　⑤何で水が曲がって落ちるの？氷なのに何で沈むの？
　２－10）平成 19年（2007）の夏季講座
　山川茂則講師による「中学生のための夏季講座『なるほど納得 “ やっぱり科学は面白い ”』」が開
講された。日程と主な内容は以下の通りであった。
　７月23日　①顕微鏡の発明 1676 −レーベンフックの単式顕微鏡を作ってみよう
　７月30日　②文明は火から始まった−古代人の火おこしを体験しよう
　８月６日　③電球の発明 1879 −エジソンの竹炭電球を作ってみよう
　８月20日　④塩の科学−古代人の藻塩づくりにチャレンジしよう
　８月27日　⑤大気圧の実験 1651 −マグデブルグの半球を作ってみよう
　２－11）平成 20年（2008）の夏季講座
　この年から小学生（３～６年生）のための夏季講座が始まり，村田勝夫講師による「水と遊び水
のふしぎな性質を知ろう」と，中学生のための夏季講座として山川茂則講師による「なるほど納得
“ やっぱり科学は面白い ”」が開講された。日程と主な内容は以下の通りであった。
小学生のための講座
　７月27日　①空気の中の水を見てみよう
　８月３日　②つまようじでボートを動かそう
　８月10日　③墨流しで水の表面に模様を書こう
　８月17日　④水と空気とシャボン玉の作用を調べよう
　８月24日　⑤水性マーカーの色を水で分けてみよう
中学生のための講座
　７月27日　①電気のふしぎ‼手づくり燃料電池で，電池のしくみを解明しよう。
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　８月３日　②発電のふしぎ‼モーターで発電機をつくり，発電の原理を解明しよう。
　８月10日　③化石のふしぎ‼石灰岩をみがき，化石と地層のでき方を解明しよう。
　８月17日　④顕微鏡の世界のふしぎ‼ガラス玉顕微鏡をつくり，細胞を観察しよう。
　８月24日　⑤光のふしぎ‼ホログラムシートで分光器をつくり，光の正体をさぐろう。
　２－12）平成 21年（2009）の夏季講座
　小学生（３～６年生）のための夏季講座として村田勝夫講師による「水と遊び：水の不思議な性
質を知ろう」と，中学生のための夏季講座として山川茂則講師による「なるほど納得 “ やっぱり科
学は面白い ”」が開講された。日程と主な内容は以下の通りであった。
小学生のための講座
　７月27日　①空気の中の水を見てみよう
　８月３日　②つまようじでボートを動かそう
　８月10日　③墨流しで水の表面に模様を書こう
　８月17日　④水と空気とシャボン玉の作用を調べよう
　８月24日　⑤水性マーカーの色を水で分けてみよう
中学生のための講座
　７月27日　①電気のふしぎ‼手づくり燃料電池で，電池のしくみを解明しよう。
　８月３日　②発電のふしぎ‼モーターで発電機をつくり，発電の原理を解明しよう。
　８月10日　③化石のふしぎ‼石灰岩をみがき，化石と地層のでき方を解明しよう。
　８月17日　④顕微鏡の世界のふしぎ‼ガラス玉顕微鏡をつくり，細胞を観察しよう。
　８月24日　⑤光のふしぎ‼ホログラムシートで分光器をつくり，光の正体をさぐろう。
　２－13）平成 22年（2010）の夏季講座
　小学生（５・６年生）のための夏季講座として村田勝夫講師による「水と遊び：水の不思議な性
質を知ろう」と，中学生のための夏季講座として本仲純子，林敏浩の２名の講師による「なるほど
納得 “ やっぱり科学は面白い ”」が開講された。日程と主な内容は以下の通りであった。
小学生のための講座
　７月26日　①ドライアイスで見える世界
　８月２日　②つまようじボートを動かそう
　８月９日　③マーブリングで水の表面に模様を描こう
　８月23日　④水と空気とシャボン玉の作用を調べよう
　８月30日　⑤水性マーカーの色をわけよう
中学生のための講座
　７月27日　①水のふしぎな性質：水が曲がって落ちるよ！
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　８月 10 日　②くだもの電池をつくってみよう！
　８月 16 日　③パソコンを使わずゲームを通して，情報処理・コンピュータの仕組みを学ぼう！
　２－14）平成 23年（2011）の夏季講座
　この年は小学生，中学生とも夏季講座は開講されなかった。
　２－15）平成 24年（2012）の夏季講座
　この年からは小学生を対象とした夏季講座のみが再開され，村田勝夫講師による「小学生のため
の夏休み科学教室」が開講された。日程と主な内容は以下の通りであった。
　７月23日　①ゴムスクリューボートを作ろう。
　７月24日　②１円玉でふしぎな実験をしよう。
　７月25日　③磁石でモーターを作ろう。
　７月26日　④ゴムとおもりでアルミ缶を動かしてみよう。
　７月27日　⑤ドライアイスで楽しい実験をしよう。
　２－16）平成 25年（2013）の夏季講座
　村田勝夫講師による「小学生のための夏休み科学教室」が開講された。日程と主な内容は以下の
通りであった。
　７月22日　①針金でモビールを作ろう。
　７月23日　②１円玉でふしぎな実験をしよう。
　７月24日　③水のパワーを応用してみよう。
　７月25日　④ゴムと紙で楽しい細工をしよう。
　７月26日　⑤ドライアイスで楽しい実験をしよう。
　第一回目の針金でモビールを作る様子を示したのが写真１と写真２である。
　モビールを作ることによって，針金工作と物体のバランスをとる実験を実習している。
写真１ 写真２
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　２－17）平成 26年（2014）の夏季講座
　村田勝夫講師による「小学生のための夏休み科学教室」が開催された。日程と主な内容は以下の
通りであった。
　７月22日　①おりがみと紙のひみつ 
　７月23日　②ロウソクのふしぎ
　７月24日　③水のパワーを応用してみよう
　７月25日　④モーターと電気のひみつ
　７月26日　⑤マーブリングで水面に模様を描こう
　２－18）平成 27年（2015）の夏季講座
　村田勝夫講師による「小学生のための夏休み科学教室」が開催された。日程と主な内容は以下の
通りであった。
　７月27日　①磁石で遊ぼう
　７月28日　②折り紙の一刀切り
　７月29日　③水と紙の力を調べよう
　７月30日　④針金でゆらゆらモビールを作ろう
　７月31日　⑤ドライアイスでおもしろ実験
　２－19）平成 28年（2016）の夏季講座
　村田勝夫講師による「小学生のための夏休み科学教室」が開催された。日程と主な内容は以下の
通りであった。
　７月25日　①一円玉と水の表面張力
　７月26日　②電気と磁気を知ろう
　７月27日　③ロウソクのふしぎ
　７月28日　④マーブリングで作品を作ろう
　７月29日　⑤ドライアイスでおもしろ実験
３．小中高校生のための夏季講座を顧みて（1994〜 2016）
　昨今は小中高校生のための科学の祭典やイベントが夏休み中に単発でしばしば開催されてはいる。
たとえば科学技術振興財団主催の「青少年のための科学の祭典」２），首都圏大学が主催する「小学
生・中学生向けの理系イベント」2016 年・夏３），千葉県産業振興センターと東葛テクノプラザが
小学５−６年生を対象にして主催する「夏休み子供科学教室」４），中央大学の中高生向けの活動と
して「中央大学サイエンスセミナー」５）などがある。しかし夏季の一定の期間に公開講座を設けて
いる大学は意外と少ない。生徒たちが大学構内で開催される講座で，夏季の一定期間に講師から実
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験や先端的講義を聴講する機会を持つことは意義深いことであると思われる。平成６年（1994）か
ら平成 12 年（2000）までは，主として名誉教授，総合科学部，医学部の教員が講師となって夏季
講座を指導してきた。そして５年間の中断の後，中学生のみを対象として平成 18 年（2006）から
平成 21 年（2009）まで理科指導の経験深い元中学校校長を講師として夏季講座を開講した。それ
から新規に小学生を対象とした夏季講座が平成 20 年（2008）から始まり，平成 28 年（2016）に至
る。表１にはこの講座の 23 年間にわたる受講者数の推移を示した。
　平成６年（1994）から平成 12 年（2000）までは中高校生の受講生であり，平成 13 年（2001）か
ら平成 17 年（2005）は未開講のため受講者数は０と表示されている。同じく平成 23 年（2011）は
未開講のため０と表示している。なお平成 18 年（2006）の８名は中高生の受講生であったが，平
成 19 年（2007）からは中学生のみを対象とした講座「中学生のための夏季講座『なるほど納得 “ やっ
ぱり科学は面白い ”』」が新しく開講され，受講者数は 12 名であった。さらに平成 20 年（2008）
からは小学生のための夏休み科学教室の夏季講座が開設され，受講生は初回が４名であったが次年
度が 28 名，そして平成 22 年（2010）が 12 名であった。平成 23 年（2011）は小中学生とも夏季講
座は未開講であり，平成 24 年（2012）からは小学生のみを対象とした夏季講座が再開され，平成
28 年（2016）に至っている。
　平成６年（1994）にスタートした中高生のためのおもしろサイエンスの夏季講座の受講者数が，
平成 11 年（1999）まで毎年 16 名から 34 名で順調であった。しかし平成 12 年（2000）の「中高生
のための医学−未来を生きる人達への医学的アドバイス−」の夏季講座で受講生が急に１名に減少
した。理由は定かではないが講師からの話題提供と受講者の希望との間にミスマッチがあったのか
もしれない。以後５年間の中断があったが，平成 18 年（2006）に再び開放実践センターの教員や
以前に経験のある講師３名による「なるほど，納得『やっぱり科学は面白い』」を中高生に開講し
てみた。その結果受講生が８名であり，再開講の見通しを得たので，平成 19 年に中学生のみを対
象にした山川茂則講師による「中学生のための夏季講座『なるほど納得 “ やっぱり科学は面白い ”』」
が開講された。そして平成 20 年（2008）には小学生を対象とした夏季講座の「水と遊び：水の不
1994 年 1995 年 1996 年 1997 年 1998 年 1999 年
受講者数 16 23 18 34 19 17
2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 2004 年 2005 年
受講者数 1 0 0 0 0 0
2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年
受講者数 8 12 17 35 23 0
2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年
受講者数 15 9 16 14 13
表１　受講者数の推移（1994〜 2016）
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思議な性質を知ろう」が認められ，小中学生が独立した講座が開講した。小中学生のための併設講
座は平成 22 年（2010）まで続いた。しかし平成 23 年（2011）は何かの理由で未開講となる。平成
24 年（2012）に小学生のみを対象とした「小学生のための夏休み科学教室」が開講され，平成 28
年（2016）まで同名の講座が開講されている。
　平成６年（1994）に中高生を対象に新設された夏季講座が平成 12 年（2000）で中断し，平成 18
年（2006）に復活する。そして翌年の平成 19 年（2007）から中学生のみを対象にした夏季講座が
始まり，平成 22 年（2010）まで継続される。中学生とは別の講座として小学生を対象にした夏季
講座が平成 20 年（2008）に新設され，平成 28 年（2016）まで毎年開講されている。ただし平成
23 年（2011）は未開講であった。
３．問題点と今後の課題
　小中高校が大学のキャンパスで夏休みの一定期間，大学の専門家から最新の話題提供を聴講でき
たり，実験や工作を行うことは意義深い体験となる。大学開放実践センターにおける中高生向けの
講座の開設は平成６年（1994）にさかのぼり歴史がある。比較的早期に取り組んでいた中央大学サ
イエンスセミナー５）でも平成 18 年（2006）のスタートであるので，徳島大学大学開放実践センター
ではそれよりも古い歴史を持っていることになる。平成 28 年（2016）では小学生のみの夏季講座
が継続している。中高校生講座が中断した理由の一つは，高校生や中学生にとって夏休みは進学の
ための学習などが中心となり，大学での夏季講座への探求学習の要望が少なくなっているのではな
かろうか。そこで現中高校生のための魅力的な新夏季講座を再開するかどうかは今後の課題である。
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Abstract
　　“Attractive Science” for elementary, junior and high school student has been carried out 
as a summer seminar in extension courses. This summer seminar has long history of 23 years 
although some similar seminars were carried out as spot trial for short time at other places. 
Approximate 300 students have been experienced at this summer seminar in extension courses. 
The beginning and the change of this summer seminar were considered back for 23 years. 
